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成蹊大学アドミッションセンター 

受付時間：平日 ９時 ～ １７時、 土曜日 ９時 ～ １２時 

※学園休業日を除く 

〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町 3－3－1 

TEL：0422-37-3533 

Email：gs-nyushi@ms.seikei.ac.jp 

個人情報の取扱いについて 

成蹊大学大学院入学試験の出願書類に記載された個人情報に関しては、 

①入学試験実施、②学籍の登録及び管理、③個人を特定できない形での統計的資料の作成 

に使用するものであって、それ以外の目的には一切使用いたしません。なお、これらの業務の
一部を、成蹊大学が指定した業者に委託します。業務委託にあたり、委託業者に個人情報を提
供することがあります。 
出願書類については「個人情報及び特定個人情報の保護に関する基本方針」に基づき適切に管
理いたします。詳細は、成蹊学園ホームページの「個人情報保護に関する取り組み」を確認し
てください。 
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法学政治学研究科の３ポリシー（2020年度以降入学者向け） 

 

■法学政治学研究科の理念・目的 

 本研究科は、グローバル化と情報化が進展する現代社会において、幅広い視野、正確な分析力、的

確な判断力、高度な社会科学的思考力を備えるとともに、法学と政治学の専門的研究能力を備え、社

会や学界に貢献する豊かな研究成果を生み出すとともに、社会問題の解決に貢献できる人材の育成を

目的とする。 

 

博士前期課程 

法律学又は政治学の分野において、さまざまなかたちで社会に貢献する研究などの活動を行うため

の基礎的能力と専門的知識を備えた人材の育成を目的とする。 

博士後期課程 

法律学又は政治学の分野において、社会及び学界に貢献する優れた研究者の養成を目的とする。 

 

■法学政治学研究科の教育目標（人材育成方針） 

法学政治学研究科では、成蹊大学及び法学政治学研究科の「理念・目的」を踏まえ、人材育成目標

を以下のように定める。 

＜研究科共通＞ 

１ 博士前期課程 法律学又は政治学の分野において、さまざまなかたちで社会に貢献する研究など

の活動を行うための基礎的研究能力と専門的知識を備えた人材を養成する。 

２ 博士後期課程 法律学又は政治学の分野において、社会及び学界に貢献する優れた研究者を養成

する。 

 

＜法律学専攻＞ 

３ 国際的に多様な価値観を理解しつつ法的課題を発見し、法による解決を探求する法的思考力を養

成する。 

４ 社会の変化を見据えながら将来にわたって法解釈と法的研究を続ける個人の価値観の確立と表現

力、発信力を養成する。 

 

＜政治学専攻＞ 

３ グローバル化・情報化する社会に必要な広い視野や、的確な分析力と判断力、高度な社会科学的

思考力を養成する。 

４ 社会や学界に貢献する豊かな研究成果を生み出すための学問的研究能力を養成する。 

 

■法学政治学研究科の学位授与の方針（Diploma Policy；ＤＰ） 

 法学政治学研究科では、「グローバル化と情報化が進展する現代社会において、幅広い視野、正確

な分析力、的確な判断力、高度な社会科学的思考力を備えるとともに、法学と政治学の専門的研究能

力を備え、社会や学界に貢献する豊かな研究成果を生み出すとともに、社会問題の解決に貢献できる

人材の育成」を研究科の理念・目的として掲げている。 

 この理念・目的に即して、博士前期課程、博士後期課程において、以下の条件を満たし、本方針を

ふまえて作成された本研究科の教育課程において所定の単位を修得した大学院生に対して「修士（法

学）」又は「修士（政治学）」、「博士（法学）」又は「博士（政治学）」の学位を授与する。 
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＜法学政治学研究科＞ 

＜法律学専攻＞ 

博士前期課程 

【有用な研究課題の設定】 

（ＤＰ１）専門学界における問題意識および研究状況を俯瞰したうえで、学界および社会にとって有

用で適切な課題を設定する能力を身に付けている。 

【研究能力及び基礎的発信力】 

（ＤＰ２）先行研究の正確な理解を踏まえて、信頼性が高い研究を遂行し、学会において発表した

り、論文を執筆したりする能力を身に付けている。 

 

博士後期課程 

【革新的な研究課題の設定】 

（ＤＰ１）最新の研究水準を把握したうえで、社会において必要とされる新たな課題を発見し、学問

分野に新たな知見をもたらしうる最先端の研究課題を設定できる高度な研究能力を身に付け

ている。 

【創造的な研究能力及び国内外における発信力】 

（ＤＰ２）新たな学問的課題に取り組む研究能力を身に付けるとともに、それを国内外の学会や専門

雑誌などで発表し、関係研究者との議論に積極的に参画したり、共同研究に参加したりする

能力を身に付けている。 

 

＜政治学専攻＞ 

博士前期課程 

【有用な研究課題の設定】 

（ＤＰ１）最先端の研究成果を含めた専門学界の現状を俯瞰した上で、社会と専門学界において有用

で適切な課題を設定する能力を身に付けている。 

【研究能力及び基礎的発信力】 

（ＤＰ２）先行研究の理解を踏まえて、信頼性が高い研究を遂行する能力及び適切な方法で発表する

力を身に付けている。 

 

博士後期課程 

【革新的な研究課題の設定】 

（ＤＰ１）既存の研究を批判的に検討し、新たな学問的課題を発見する能力を身に付けている。 

【研究の遂行力と発信力】 

（ＤＰ２）自らの革新的な研究を遂行し、国内外の学会や専門雑誌などで発表し、関係研究者との議

論に積極的に参画したり、共同研究に参加したりする能力を身に付けている。 

 

■法学政治学研究科の教育課程編成・実施の方針（Curriculum Policy；ＣＰ） 

 法学政治学研究科は、本研究科の学位授与方針（ＤＰ）を踏まえ、次のような方針で教育課程を編

成・実施する。 

＜法学政治学研究科＞ 

＜法律学専攻＞ 

博士前期課程 

（ＣＰ１）社会と専門学会に有用で適切な課題を自己の専門分野で設定する能力（ＤＰ１）を養成す

るために、各自の専攻分野に加えて隣接学問分野の授業を選択することができるように、多

様な授業科目を設置する。 
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（ＣＰ２）各自の専攻分野において先行研究の正確な理解を踏まえた信頼性が高い研究を遂行する能

力（ＤＰ２）を養成するために、基本研究と特殊研究の重層的な教育課程を編成する。教育

課程とＤＰの各項目との関係はカリキュラムマップ（付表）によって示す。 

（ＣＰ３）学会において発表したり、論文を執筆したりする能力（ＤＰ２）を養成するために、研究

指導計画に基づいた研究指導を提供する。  

 

博士後期課程 

（ＣＰ１）社会における最先端の課題を自己の専門分野で設定する能力（ＤＰ１）を養成するため

に、各自の専攻分野に加えて隣接学問分野の授業を選択することができるように、多様な授

業科目を提供する。 

（ＣＰ２）各自の専攻分野において最先端の研究を遂行する能力（ＤＰ２）を養成するために、基本

演習と特殊演習の重層的な教育課程を編成する。教育課程とＤＰの各項目との関係はカリキ

ュラムマップ（付表）によって示す。 

（ＣＰ３）国内外の学会や専門雑誌などで発表し、関係研究者との議論に積極的に参画したり、共同

研究に参加したりする能力（ＤＰ２）を養成するために、研究指導計画に基づいた研究指導

を提供する。 

 

＜政治学専攻＞ 

博士前期課程 

（ＣＰ１）社会と学界に有用で適切な課題を自己の専門分野で設定する能力（ＤＰ１）を養成するた

めに、各自の専攻分野に加えて隣接学問分野の授業を選択することができるように、多様な

授業科目を設置する。 

（ＣＰ２）各自の専攻分野において先行研究の正確な理解を踏まえた信頼性が高い研究を遂行する能

力（ＤＰ２）を養成するために、基本研究と特殊研究の重層的な教育課程を編成する。教育

課程とＤＰの各項目との関係はカリキュラムマップ（付表）によって示す。 

（ＣＰ３）論文やタームペーパーを執筆し発表する能力（ＤＰ２）を養成するために、研究指導計画

に基づいた研究指導を提供する。 

（ＣＰ４）学内外の研究者を招いて最先端の研究の発表の場として「政治学基本研究Ⅲ」を設け、学

生の研究発表も可能にしている。 

 

博士後期課程 

（ＣＰ１）最先端の研究課題を自己の専門分野で設定する能力（ＤＰ１）を養成するために、各自の

専攻分野に加えて隣接学問分野の授業を選択することができるように、多様な授業科目を提

供する。 

（ＣＰ２）各自の専攻分野において最先端の研究を遂行する能力（ＤＰ２）を養成するために、基本

演習と特殊演習の重層的な教育課程を編成する。教育課程とＤＰの各項目との関係はカリキ

ュラムマップ（付表）によって示す。 

（ＣＰ３）国内外の学会や専門雑誌などで発表し、関係研究者との議論に積極的に参画したり、共同

研究に参加する能力（ＤＰ２）を養成するために、研究指導計画に基づいた研究指導を提供

する。 
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●（付表）法学政治学研究科（法律学専攻）のカリキュラムマップ 

 （ＤＰ１） （ＤＰ２） 

（博士前期課程） 

基本研究 
◎ ◎ 

（博士前期課程） 

特殊研究 
◎ ◎ 

（博士前期課程） 

高度学際科目 
○ ○ 

（博士前期課程） 

研究指導科目 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

基本演習 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

特殊演習 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

研究指導科目 
◎ ◎ 

 

●（付表）法学政治学研究科（政治学専攻）のカリキュラムマップ 

 （ＤＰ１） （ＤＰ２） 

（博士前期課程） 

基本研究 
◎ ◎ 

（博士前期課程） 

特殊研究 
◎ ◎ 

（博士前期課程） 

高度学際科目 
○ ○ 

（博士前期課程） 

研究指導科目 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

基本演習 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

特殊演習 
◎ ◎ 

（博士後期課程） 

研究指導科目 
◎ ◎ 
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■法学政治学研究科の入学者受入れの方針（Admission Policy；ＡＰ） 

本研究科の「理念・目的」「教育目標（人材育成方針）」、学位授与方針（ＤＰ）、教育課程の編

成・実施方針（ＣＰ）を踏まえ、以下のように入学者受入れの方針を定める。 

 

〔法律学専攻〕 

博士前期課程 

（ＡＰ１）【求める学生像】 

（１）法律学及び政治学を研究するための基礎となる法律学の知識が身についている人 

（２）グローバルに研究素材を求めるための語学力を持つ人 

（３）研究を遂行する際に他の研究者との協働に意欲を持つ人 

（４）研究の成果を学界及び社会に問うことや、社会問題に取り組むことに積極的姿勢を有する人 

 

（ＡＰ２）【入学者の選考方針】 

（ＡＰ１）に掲げた求める学生像に合致した入学者を選抜するために、学力及び人物を考慮する

多様な資料に基づいて選考を行うものとする。 

 

（ＡＰ３）【課程入学までに身に付けておくべき教科・科目等】 

専攻する予定の科目及びそれに密接に関連する隣接分野の科目を含めて、大学法学部を卒業した

かそれに相当する法律学の基本的な知識並びに外国語。 

 

博士後期課程 

（ＡＰ１）【求める学生像】 

（１）法律学及び政治学の研究において学界に貢献する革新的な研究を遂行するための基礎となる学

力が身についている人 

（２）グローバルに研究素材を求め、自己の研究を発表するための語学力を持つ人 

（３）研究を遂行する際に他の研究者との協働に意欲を持つ人 

（４）研究の成果を学界及び社会に問うことや、社会問題に取り組むことに積極的姿勢を有する人 

 

（ＡＰ２）【入学者の選考方針】 

（ＡＰ１）に掲げた求める学生像に合致した入学者を選抜するために、学力及び人物を考慮する

多様な資料に基づいて選考を行うものとする。 

 

（ＡＰ３）【課程入学までに身に付けておくべき教科・科目等】 

専攻する予定の科目及びそれに密接に関連する隣接分野の科目に関する高度の知識並びに外国

語。 

 

〔政治学専攻〕 

博士前期課程 

（ＡＰ１）【求める学生像】 

政治学の分野において、基礎的な知識を修得し、社会及び学界に貢献する優れた研究活動を行い

たいという意欲のある人 

（ＡＰ２）【入学者の選考方針】 

（ＡＰ１）に掲げた求める学生像に合致した入学者を選抜するため、学力及び人物を考慮した選

考を行うものとする。 
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（ＡＰ３）【課程入学までに身に付けておくべき教科・科目等】 

政治学・行政学・国際政治学から１科目と、西洋政治史・西洋政治思想史・日本政治史・日本政

治思想史・東洋政治史・国際政治史・政治過程論・比較政治学から１科目、さらに各自の専門分野

の科目 

 

博士後期課程 

（ＡＰ１）【求める学生像】 

政治学の分野において、社会及び学界に貢献する優れた研究能力と高度な専門知識を持つ人 

（ＡＰ２）【入学者の選考方針】 

（ＡＰ１）に掲げた求める学生像に合致した入学者を選抜するため、学力及び人物を考慮した選

考を行うものとする。 

（ＡＰ３）【課程入学までに身に付けておくべき教科・科目等】 

専攻分野と関連分野の科目、さらに外国語（英語・ドイツ語・フランス語） 
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 法 学 政 治 学 研 究 科 
 

 （博 士 前 期 課 程） 

 

本研究科の法律学専攻及び政治学専攻における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的は、次のとおりとする。 
 

博士前期課程  それぞれの専攻に応じ、法律学又は政治学の分野において、社会及び学界に貢献

する優れた研究活動を行っていくための研究能力の育成及び基礎的な知識の修得を

目的とする。 

 

 

1．募 集 人 員 
 

法律学専攻 8 名    

政治学専攻 4 名 

 

 

2．出 願 資 格 
    

次の 1～9 のいずれかに該当する者、又は 2027 年 3 月 31 日までに該当する見込みの者 

※ 入学時に留学ビザの申請を予定している者は、10 も併せて該当する必要あり。 

1． 修業年限４年以上の大学を卒業した者 

2． 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者 

3． 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 

4． 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該

外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者 

5． 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了した者 

6． 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとし

て文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程

を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修

することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置づけら

れた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することも含む。）に

より、学士の学位に相当する学位を授与された者 
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7． 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者 

8． 文部科学大臣が指定した者 

9． 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、22 歳に達した者 

10． 出願期間の開始日において、次の①又は②の要件を満たしている者 

① 日本語能力試験（JLPT）の N１レベルの認定を受けている 

② 日本留学試験の日本語科目の合計点数が 280 点（記述を除く）以上（注２） 

（注１）前記３. 及び４. で出願する場合は、学士学位を取得している、又は取得見込みである必

要があります。 

（注２）日本留学試験を出願資格として出願する場合は、成績照会を行うので、必ず出願締切日の

前日までに成蹊大学アドミッションセンターに連絡してください。検定試験運営団体によ

る試験実施状況により変更になる可能性があるので、本学入試情報サイト S-NET を確認

してください。 

（注３）外国籍の者は、P.16 を確認してください。 

 

 

 

3．出 願 手 続 
 

(1) 期 日……第１期 2026 年 8 月 31 日（月）～ 2026 年 9 月 8 日（火） 

第２期 2027 年 1 月 7 日（木）～ 2027 年 1 月 18 日（月） 

※ 最終日までに書類が揃わない・不備が解消しない場合は、不受理とします。 

          

(2) 提出先……成蹊大学アドミッションセンター  

 〒 180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

(3) 提出書類 

 出願者は、入学検定料（35,000 円）を銀行窓口で払い込んだ後、窓口で返却された入学検定

料振込通知書の受付銀行領収印を確認の上、次の書類を一括して提出してください。 

出願の際は、市販の封筒（角２サイズ）を準備し、所定の宛名シートを貼付して提出してく

ださい。郵送の場合、必ず、簡易書留郵便で送付してください（出願締切日必着）。 

書類を窓口に持参する場合、学園休業日は窓口を閉室しているので、注意してください。 

※入学時に留学ビザの申請を予定している受験生は、9、10 も併せて提出してください。 

※各種証明書は、指定がない限り、「原本」のみ受付けます（印刷・複写は不可）。  

1． 志願票（所定様式） 

2． 入学検定料振込通知書【大学提出用】（所定様式） 

3． 出身大学の成績証明書 

4 ．出身大学の卒業（見込）証明書〈日本の大学を卒業又は卒業見込みの者〉 
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5 ．出身大学の学士学位取得（見込）証明書〈外国の大学を卒業又は卒業見込みの者〉 

6 ．研究課題等調査票（所定様式） 

7 ．住民票（外国籍の者のみ提出（「国籍・地域」「在留資格」「在留期間の満了の日」を明

示すること）、受験用の短期滞在査証の者はパスポートのコピー） 

 8 ．住所シート（所定様式、自己の住所氏名を記入すること） 

9 ．日本語能力を証明する書類〈出願資格 10 に該当する者、①又は②〉 

① 日本国際教育支援協会が発行する日本語能力試験（JLPT）N1 の「認定結果及び成績に

関する証明書」又は合否結果通知書（「合格」と明記されている原本） 

② 日本留学試験（EJU）日本語科目の合計点が 280 点以上（記述を除く）であることを示

す成績確認書（写し可） 

10 ．日本語学校の出席・成績証明書〈日本国内の日本語教育機関等に在籍し、「留学」の在

留資格を有する者〉 

※出席状況が記載されたものを、日本語学校において発行のうえ、厳封された状態で提

出すること。 

（注）外国の大学を卒業又は卒業見込みの者は、P.17 を確認してください。 

〈受験票について〉 

 受験票は、出願時に提出された住所シート（所定様式、自己の住所氏名を記入したもの）

を使用して、郵送で送付します。 試験３日前になっても届かない場合は、成蹊大学アドミッ

ションセンターに問い合わせてください。 

（4）入学資格審査 

 前記「２．出願資格」の 9．に該当し、個別の入学資格審査を希望する者は、成蹊大学アド

ミッションセンターに連絡してください。申請書と調書（ともに所定様式）のほか必要な書類

（最終学歴の卒業証明書・成績証明書、卒業論文、実務経験の履歴・業績、申請者の学力を証

明できるもの等）をそろえて、出願手続締切日の２ヶ月前までに成蹊大学アドミッションセン

ターに送付してください（外国の学校を卒業又は卒業見込みの者は、書類提出にあたっては前

項の（注）に準じること）。 

 

 

4．試 験 期 日 
 

試  験  日 試験科目 試 験 時 間 

第１期  2026 年 10 月 15 日（木） 

 

第２期   2027 年 2 月 18 日（木） 

外 国 語  9：00 ～ 10：00 

専門２科目 10：15 ～ 12：15 

口 述 試 験       13：30 ～ 

受験上の注意： 

1． 受験生は試験開始 10 分前までに試験場に入り着席してください。 

2． 遅刻した場合、試験開始 20 分以降の受験は認めません。 

3． 受験票は携行し、試験中は机の上に見えるように置いてください。 
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5．選 考 方 法 
 

 入学者の選考方法は、学力検査（筆記試験・口述試験）及び出身大学で作成した成績証明書

を総合して行います。 
 

試験科目 

 

 
法 律 学 専 攻 政 治 学 専 攻 

筆 
 

記 
 

試 
 

験 

外
国
語 

英語、ドイツ語、フランス語のうち１カ国語選択 

※ 辞書（英和及び英英、独和、仏和のいずれか）を貸与します。 

専 

門 

科 

目 

以下の（Ａ）（Ｂ）両群のそれぞれから 
１科目あるいは（Ａ）群から２科目選択。 

（Ａ）憲法、民法、商法、刑法、刑事訴訟
法、民事訴訟法 

（Ｂ）労働法、法社会学、刑事学、英米法、
国際法、行政法、知的財産権法 

 

※ 法令集を貸与します 

以下の（Ａ）（Ｂ）両群のそれぞれから 
１科目選択。 

（Ａ） 政治学、行政学、国際政治学 

（Ｂ） 西洋政治史、西洋政治思想史、
日本政治史、東洋政治史、国際
政治史、政治過程論、比較政治
学 

口 述

試 験 

1．身 上 

2．筆記試験で受験した専門科目について口述試験 

 

 

6．合格者発表 
 

第１期 2026 年 11 月  4 日（水）10：00 

第２期 2027 年  3 月  5 日（金）10：00 

発表方法 合格者発表は「合格証」の郵送により行います。合格者には「合格証」を合格者発表

日に速達郵便で郵送します。また、合格者発表の補助的な手段として、本学入試情報

サイト S-NET で合否を確認することができます｡ 

 

 

7．入 学 手 続 
 

(1)  入学手続期間  2027 年 3 月 5 日（金）～2027 年 3 月 12 日（金）  
 

(2)  入学手続納付金の納入方法等の詳細は、合格者に別途お知らせします。 

入学手続書類は、第１期の合格者は２月下旬に、第２期の合格者は合格発表日に発送します。 

 

 

○ 注 意 事 項 

出願手続後は、書類に記載した事項の変更は認めません。 

また、受理した書類の返却及び出願後の入学検定料の返金はできませんので、注意してください。 
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法 学 政 治 学 研 究 科 

 
（博 士 後 期 課 程） 

 

本研究科の法律学専攻及び政治学専攻における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的は、次のとおりとする。 
 

博士後期課程  それぞれの専攻に応じ、法律学又は政治学の分野において、社会及び学界に貢献

する優れた研究能力を持つ研究者等を養成することを目的とする。 

 

1．募 集 人 員 
 

法律学専攻 4 名   

政治学専攻 2 名 

 

 

2．出 願 資 格 
 

次の 1～6 のいずれかに該当する者、又は 2027 年 3 月 31 日までに該当する見込みの者 

※ 入学時に留学ビザの申請を予定している者は、7 も併せて該当する必要あり。 

1． 修士の学位又は専門職学位を有する者 

2． 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

3． 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者 

4． 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

5． 文部科学大臣が指定した者 

6． 本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と

同等以上の学力があると認めた者で、24 歳に達した者 

7． 出願期間の開始日において、次の①又は②の要件を満たしている者 

① 日本語能力試験（JLPT）の N１レベルの認定を受けている 

② 日本留学試験の日本語科目の合計点数が 280 点（記述を除く）以上（注１）    

（注１）日本留学試験を出願資格として出願する場合は、成績照会を行うので、必ず出願締切日の

前日までに成蹊大学アドミッションセンターに連絡してください。検定試験運営団体によ

る試験実施状況により変更になる可能性があるので、本学入試情報サイト S-NET を

確認してください。 

（注２）外国籍の者は、P.16 を確認してください。 
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3．出 願 手 続 
 

(1) 期 日……2027 年 1 月 7 日（木）～2027 年 1 月 18 日（月） 

※最終日までに書類が揃わない・不備が解消しない場合は、不受理とします。 

(2) 提出先……成蹊大学アドミッションセンター 

 〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

(3) 提出書類 

 出願者は、入学検定料（35,000 円）を銀行窓口で払い込んだ後、窓口で返却された入学検定

料振込通知書の受付銀行領収印を確認の上、次の書類を一括して提出してください。  

出願の際は、市販の封筒（角２サイズ）を準備し、所定の宛名シートを貼付して提出してく

ださい。郵送する場合、必ず、簡易書留郵便で送付してください（出願締切日必着）。 

書類を窓口に持参する場合、学園休業日は窓口を閉室しているので、注意してください。 

※入学時に留学ビザの申請を予定している受験生は、10、11 も併せて提出してください。 

※各種証明書は、指定がない限り、「原本」のみ受付けます（印刷・複写は不可）。  

1 ．志願票（所定様式） 

2 ．入学検定料振込通知書【大学提出用】（所定様式） 

3 ．修士論文の写し及び修士論文の要旨（4000 字以内）。ただし、出願資格（２）に該当す

る者は、修士論文に代わる論文の写し及びその要旨（4000 字以内）。 

また、法科大学院の修了者もしくは修了見込みの者は、研究計画書（2000 字以内） 

4 ．出身大学及び大学院の成績証明書 

5 ．出身大学院の修了（見込）証明書〈日本の大学院を修了又は修了見込みの者〉 

6 ．修士もしくは専門職学位の学位取得（見込）証明書〈外国の大学院を修了又は修了見込

みの者〉 

7 ．研究課題等調査票（所定様式） 

8 ．住民票（外国籍の者のみ提出（「国籍・地域」「在留資格」「在留期間の満了の日」を明

示すること）、受験用の短期滞在査証の者はパスポートのコピー） 

9 ．住所シート（所定様式、自己の住所氏名を記入すること） 

10 ．日本語能力を証明する書類〈出願資格 7 に該当する者、①又は②） 

① 日本国際教育支援協会が発行する日本語能力試験（JLPT）N1 の「認定結果及び成

績に関する証明書」又は合否結果通知書（「合格」と明記されている原本） 

② 日本留学試験（EJU）日本語科目の合計点が 280 点以上（記述を除く）であること

を示す成績確認書（写し可） 

11 ．日本語学校の出席・成績証明書（日本国内の日本語教育機関等に在籍し、「留学」の在

留資格を有する者のみ） 

① 日本国際教育支援協会が発行する日本語能力試験（JLPT）N1 の「認定結果及び成績

に関する証明書」又は合否結果通知書（「合格」と明記されている原本） 

② 日本留学試験（EJU）日本語科目の合計点が 280 点以上（記述を除く）であることを

示す成績確認書（写し可） 

（注）外国の大学院を修了又は修了見込みの者は、P.17 を確認してください。 
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〈受験票について〉 

 受験票は、出願時に提出された住所シート（所定様式、自己の住所氏名を記入したもの）

を使用して、郵送で送付します。 試験３日前になっても届かない場合は、成蹊大学アドミッ

ションセンターに問い合わせてください。 

 

  (4) 入学資格審査 

  前記「２.出願資格」の６．に該当し、個別の入学資格審査を希望する者は、成蹊大学アドミ

ッションセンターに連絡してください。申請書と調書（ともに所定様式）のほか必要な書類

（最終学歴の卒業証明書・成績証明書、卒業論文、実務経験の履歴・業績、申請者の学力を証

明できるもの等）をそろえて、出願手続締切日の２ヶ月前までに成蹊大学アドミッションセン

ターに送付してください（外国の学校を修了又は修了見込みの者は、書類提出にあたっては前

項の（注）に準じること）。 

 

 

4．試 験 期 日 
 

試  験  日 試験科目 試 験 時 間 

2027 年 2 月 18 日（木） 
外 国 語 １ 科 目 9：00 ～ 10：00 

口述試験・面接  11：00 ～ 

受験上の注意： 

1． 受験生は試験開始 10 分前までに試験場に入り着席してください。 

2． 遅刻した場合、試験開始 20 分以降の受験は認めません。 

3． 受験票は携行し、試験中は机の上に見えるように置いてください。 

 

 

5．選 考 方 法 
 

 入学者の選考方法は、学力検査（筆記試験・口述試験）及び出身大学・大学院で作成した成

績証明書を総合して行います。 

 

試験科目 

 

 

法 律 学 専 攻 政 治 学 専 攻 

筆
記
試
験 

外
国
語 

英語、ドイツ語、フランス語のうち１カ国語選択 

※ 辞書(英和及び英英・独和・仏和のいずれか)を貸与します。 

口 述 

試 験 

1．身 上 

2．修士論文（又は、これに代わる論文）を中心に行います。 
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6．合格者発表 
 

2027 年 3 月 5 日（金） 10：00 

発表方法 合格者発表は「合格証」の郵送により行います。合格者には「合格証」を合格者発表

日に速達郵便で郵送します。また、合格者発表の補助的な手段として、本学入試情報

サイト S-NET で合否を確認することができます。 

 

7．入 学 手 続 
 

(1) 入学手続期間  2027 年 3 月 5 日（金）～2027 年 3 月 12 日（金） 

(2) 入学手続納付金の納入方法等の詳細は、合格者に別途お知らせします。 

 

 

○ 注 意 事 項 

出願手続後は、書類に記載した事項の変更は認めません。 

また、受理した書類の返却及び出願後の入学検定料の返金はできませんので、注意してください。 
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○ 教 員 組 織 

2026 年４月１日現在 

 法律学専攻    

担 当 者 専 門 担 当 者 専 門 

教 授 
   吾妻  聡 法社会学 

教 授 
  羽賀 由利子 国際私法 

法 修 法 博 

教 授 
   北川  徹 商 法 教 授    原  昌登 労働法 

法 博 

教 授 
   北島 典子 民事手続法 教 授    渕  史彦 民 法 

法 修 

教 授 
   金  光旭 刑事法 

教 授 
   本間  学 民事訴訟法 

法 博 法 修 

教 授 
   佐藤 陽子 刑 法 

教 授 
   藤井 樹也 憲 法 

法 博 法 博 

教  授 
   佐藤 義明 国際法 

教 授 
   湯原 心一 商 法 

法 博 法 博 

教 授 
   塩澤 一洋 

民 法 准教授 
   神田 雅憲 刑事手続法 

法 修 著作権法 法務博(専門職) 

教 授 
  髙橋 脩一 比較法 

准教授 
  宍戸  聖 経済法 

法 博 法 博 

教 授 
   武田 真一郎 行政法 

講 師 
  田中 裕登 行政法 

法 博 法務博(専門職) 

教 授 
   建部  雅 民 法 

講 師 
  福薗 晴也 民 法 

法 博 法務博(専門職) 

教 授 
   新村 とわ 憲 法 

  

    法 博      
 

 政治学専攻     

担 当 者 専 門 担 当 者 専 門 

教 授 
   浅羽 隆史 財政学 

教 授 
   平石  耕 西洋政治思想史 

経済修 政治博 

教 授 
   今井 貴子 比較福祉政治 

教 授 
   光田  剛  東洋政治史 

学術博 法 博 

教 授 
   遠藤 誠治 国際政治学 

教 授 
   宮崎  悠 国際政治史 

法 修 法 博 

教 授 
  空井  護 政治過程論 

教 授 
   李 セボン 日本政治思想史 

法 修 学術博 

教 授 
   西村 美香 行政学 

准教授 
   帶谷 俊輔 

国際関係論 

グローバル 

スタディーズ 法 修 学術博 

教 授 
   西山 隆行 アメリカ政治外交論 

准教授 
   崎濱 紗奈 文化の政治学 

法 博 学術博 

教 授 
   野口 雅弘 現代政治理論 

  
    

哲学博      
   

 学際分野担当  
   

担 当 者 専 門   

教 授 
   瀨戸 一夫 科学基礎論 

   

政治博    
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外国籍を有する受験生の方へ 

 

● 出願時に下記のいずれかに該当する場合は、第２期入学試験または２月に実施する博士後

期課程入学試験に出願できません。 

・在留資格が「短期滞在」である 

・入学時（2027年 4月 1日）以降の在留資格を有していない 

※第１期のみ、出願できます。 

第１期入学試験合格者の入学手続期間は、入学時（2027年4月1日）以降の在留資格を有し

ていない場合、合格発表日から2026年11月27日（金）（消印有効）までです。期日までに、

入学金を含む納付金の納入と、入学手続書類の提出を完了してください。 

なお、入学手続に関する書類等は、合格証と一緒に郵送します。 

 

● 受験票、合格証、入学手続書類等、本学が発送する文書の郵送先は、日本国内に限ります。 

 

● 考査料および納付金の納入は、所定用紙を使用して、日本国内の金融機関の窓口において

手続きをしてください。 

※海外からの送金は、受付けていません。 

 

不明な点がありましたら、成蹊大学アドミッションセンターに問い合わせてください。 

 

 

 

 外国籍を有する受験生の「書類不備」が増えています。（注意） 
 

・各種証明書は、「原本」を提出してください。受験生が印刷またはコピーした証明書は、

受理しません。 

※「コピー可」の指示がある書類は除く。 

 

・書類の記入は、黒のボールペンを使用してください。 

 ※「消せるボールペン」など、訂正が容易にできる筆記用具は不可。 

 

・「厳封」の指示がある書類については、受験生が封入したものは受理しません。 

指導教員または出身大学の担当者が封入したことが確認できるよう、封筒のフタと本体の

継ぎ目に、指導教員の署名または大学印を用いて「封緘」してください。 
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外国の大学(大学院)を卒業・修了(見込)の場合の「学位取得(見込)証明書・成績証明書」について 

 

■学位取得（見込）証明書について 

下表を参照し、対応する証明書（いずれか１つ）を提出してください。 

出身大学が発行する証明書の種類 提出物 

英文または和文の学位取得（見込）証明書 

（中国の大学を含む） 
・出身大学の学位取得（見込）証明書【原本】 

英文または和文以外の学位取得（見込） 

証明書（中国の大学） 

次の①または②を提出すること 

①・左記の学位取得（見込）証明書【原本】 

・公証処が証明した英語の訳文【原本】 

②・中国高等教育学生信息網（CHSI）による認証 ※１ 

英文または和文以外の学位取得（見込） 

証明書（中国以外の大学） 

・出身大学の左記の学位取得（見込）証明書【原本】 

（英文または和文以外の言語） 

・大使館で証明済みの英語訳または日本語訳【原本】 

※１ 中国高等教育学生信息網（CHSI）が発行する英文の「Online Verification Report of 

Higher Education Degree Certificate」のコピーを出願書類に同封するとともに、出願

締切日までに、電子認証報告メールが、CHSI から直接成蹊大学アドミッションセンター

（gs-nyushi@ms.seikei.ac.jp）に届くように手続きをしてください。 

 

■成績証明書について 

下表を参照し、対応する証明書（いずれか１つ）を提出してください。 

出身大学が発行する証明書の種類 提出物 

英文または和文の成績証明書 

（中国の大学を含む） 
・出身大学の成績証明書【原本】 

英文または和文「以外」の成績証明書 

（中国の大学） 

次の①または②のいずれかの証明書 

①・左記の成績証明書【原本】 

・公証処が証明した英語の訳文【原本】 

②・中国高等教育学生信息網（CHSI）が発行する英文

または和文の成績証明書 ※２ 

英文または和文以外の成績証明書 

（中国以外の大学） 

・出身大学の左記の成績証明書【原本】 

（英文または和文以外の言語） 

・大使館で証明済みの英語訳または日本語訳【原本】 

※２ 中国高等教育学生信息網（CHSI）の日本代理機構「中国学歴・学籍認証センター 日本代理

機構」で英語による証明を請求し、成蹊大学アドミッションセンターに直送する申請手続

きを行ってください。「中国学歴・学籍認証センター 日本代理機構」のホームページ 

http://www.chsi.jp/ または、中国高等教育学生信息網（CHSI）が発行する英文の

「Verification Report of China Higher Education Student’s Academic Transcript」

のコピーを出願書類に同封するとともに、出願締切日までに、電子認証報告メールが、

CHSI から直接成蹊大学アドミッションセンター（gs-nyushi@ms.seikei.ac.jp）に届くよ

うに手続きをしてください。 

http://www.chsi.jp/


－18－ 

○ 納 付 金（2027年度）※成蹊大学卒業生は、入学金を免除します。 

◎ 博士前期課程 

 理工学研究科 

項   目 
前  期 

（入学手続時） 

後  期 

（10 月） 
年  額 

入  学  金 ※200,000 円    ※200,000 円 

授  業  料 385,000 円 385,000 円    770,000 円 

  施  設  費  150,000 円  150,000 円    300,000 円 

設  備  費   57,500 円   57,500 円    115,000 円 

合   計 792,500 円 592,500 円 1,385,000 円 

 経済経営研究科、法学政治学研究科、文学研究科 

項   目 
前  期 

（入学手続時） 

後  期 

（10 月） 
年  額 

入 学 金          ※200,000 円   ※200,000 円 

授 業 料          275,000 円  275,000 円  550,000 円 

 施   設     費  57,500 円  57,500 円  115,000 円 

 設   備     費  15,000 円  15,000 円  30,000 円 

合   計  547,500 円  347,500 円  895,000 円 

 ◎ 博士後期課程 

 理工学研究科 

 項   目 
前  期 

（入学手続時） 

後  期 

（10 月） 
年  額 

入  学  金 ※200,000 円    ※200,000 円 

授  業  料 315,000 円  315,000 円    630,000 円 

 施  設  費  150,000 円  150,000 円    300,000 円 

 設   備  費   57,500 円  57,500 円    115,000 円 

合   計 722,500 円  522,500 円 1,245,000 円 

 経済経営研究科、法学政治学研究科、文学研究科 

項   目 
前  期 

（入学手続時） 

後  期 

（10 月） 
年  額 

入 学 金         ※200,000 円    ※200,000 円 

授 業 料         235,000 円  235,000 円    470,000 円 

 施   設   費   57,500 円  57,500 円    115,000 円 

 設   備   費   15,000 円  15,000 円    30,000 円 

合   計 507,500 円  307,500 円 815,000 円 

   

３月末日（必着）までに辞退の理由を付した「入学辞退届」を提出した場合には、入学金を除

く既納の納付金を返還いたします。 

（ただし、返還に係る振込手数料は返還額から差し引かせていただきます。） 
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◎ 一般社団法人成蹊会（同窓会）関連納入金について（博士前期課程・博士後期課程） 

 成蹊大学大学院生は卒業と同時に一般社団法人成蹊会（成蹊学園創立以来の卒業生で組織

された同窓会）の会員となります。皆様には入学年度後期の学費納入時に、入会金 36,600 円

の納入をお願いしております（成蹊高等学校及び成蹊大学卒業生、成蹊大学大学院修了生で

既に入会金、会費を納入いただいている方は対象となりません）。 

 

 

 

○ 奨学金制度 

  本学大学院学生に対して、次のような奨学金制度があります。 
2026 年 4 月現在 

制度名 
種
別 奨学金額 応募資格 

成蹊大学大学院奨学金 

（Ａ種） 

給

付 
年額 納付金の２分の１額 

博士後期課程の２年次生以上で､学

業･人物ともに優秀な者全員（※１） 

成蹊大学大学院奨学金 

（Ｂ種） 

給

付 
年額 納付金の４分の１額 

博士前期課程の２年次生以上で､学

業･人物ともに優秀な者全員 

（※１）（※２） 

関育英奨学金 
給

付 
年額 120,000 円 

理工学研究科で、電気・原子力関係 

専攻の大学院生（※３） 

関彰育英会奨学金 
給

付 
月額  50,000 円 博士前期課程１年次生（※３） 

日揮・実吉奨学会奨学金 
給

付 
年額 400,000 円 

理工学研究科博士前期課程 1 年次生 

（※３） 

オーディオテクニカ奨学金 
給

付 
月額 20,000 円 

理工学研究科博士前期課程 1 年次生 

（※３） 

成蹊会育英奨学金 

給

付 
月額  40,000 円（給付） 大学院博士前期課程１年次生（※３） 

貸与奨学金対象の地方出身者には 

生活支援制度（月額３万円給付）あり 
貸
与 月額  50,000 円（無利子貸与） 

日本学生支援機構大学院 

第一種奨学金 <無利子> 
貸
与 

博士前期 月額 50,000円・ 88,000円 
博士後期 月額 80,000円・122,000円 

大学院生（※３）（※４）（※５） 

日本学生支援機構大学院 

授業料後払い制度 

<無利子> 

貸
与 

授業料支援金 文系 年額 550,000 円 

       理系 年額 770,000 円 

生活費奨学金 月額 0 円・20,000 円・

40,000 円から選択 

大学院博士前期課程在学者 

（※３）（※４）（※５） 

日本学生支援機構大学院 

第二種奨学金 <有利子> 
貸
与 

月額  50,000 円・ 80,000 円・ 
100,000 円・130,000 円・ 
150,000 円 の中から選択 

大学院生（※３） 

 

※１ 対象者は最短修業年限までの者で、成蹊大学私費外国人留学生授業料等減免に関する規則によ

る授業料等納付金の減免を受けた者は除く。 

※２ 長期履修者については博士前期３年次生以上で、給付年額は納付金の８分の１額とする。 

※３ 応募制の奨学金 

※４ 日本学生支援機構大学院第一種奨学金と日本学生支援機構大学院授業料後払い制度の併用はで

きません。 

※５ 「特に優れた業績による奨学金返還免除制度の内定制度」については、学生支援事務室にお問合

せください。 
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○ 教育補助員制度 

 成蹊大学では、本学大学院生が教員の指導・助言の下に、学部及び博士前期課程における実験・

実習･演習等授業科目の教育補助業務に従事することができる制度を設けています。この制度は、

本学における教育効果をより一層高めるとともに、大学院生が教育実践の場を経験するための貴

重な機会を提供することを目的としています。 

 2025 年度は 83 名が採用されました。 

 

 

○ 学会発表等に対する助成 

 成蹊大学では、本学大学院に在学する学生の研究成果の学会発表及び学会参加を奨励し、これ

により学術研究の促進を図ることを目的として、次の助成を行っています。 

 なお、助成金の交付は、学生１人につき毎年度１回とし、国内で開催される学会の場合、東京

都、千葉県、神奈川県及び埼玉県である場合は助成の対象となりません。 

 

【学会発表助成】 

 個人研究または共同研究の成果を国内外で開催される学会で登壇して発表し、または報告す

る本大学院に在学する学生を対象とし、次の助成金が交付されます。 

交通費：往復交通費の実費（25,000 円を限度） 

宿泊費：１泊 7,000 円（２泊を限度） 

 なお、国外で開催される学会の場合は、国際航空運賃・宿泊等の総額 70,000 円を限度に助成さ

れます。 

 

【学会参加助成】 

 国内外で開催される学会に参加する理工学研究科を除く本大学院に在学する学生を対象とし、

学会発表助成の基準に基づいて総額 20,000 円を限度に助成されます。 

 

 

○ 私費外国人留学生授業料等減免制度 

 成蹊大学では、在留資格が「留学」である私費外国人留学生に対し、授業料、施設費、設備費

の合計額を最大 50％減免する制度を設けています。修業年限内であれば、毎年度、授業料等の減

免の申請ができます。 

 

 

○ 問い合わせ先メールアドレス 

 大学院入試に関することや提出物等に関する質問は、下記メールアドレスに連絡してください。 

gs-nyushi@ms.seikei.ac.jp 



男

女

西暦 年 月 日

〒

TEL － －

年 月

年 月 大学 学部 学科

年 月

年 月

年 月

入学後の専攻分野
･研 　究　 科　 目

〔注意〕

・太枠内は、黒のボールペンを使用し、全て記入してください。
・提出後の受験科目の変更は認めません。
・写真は入学が許可された場合、学生証等の写真になります。

博士前期課程専門科目
（受験する専門科目を記入）

＊

＊

＊

面接

判定

＊

受
験
科
目

１.英語

　２．ドイツ語

　３．フランス語

外国語（希望する番号に○）

＊

職

業

専
攻
・
課
程

１．博士前期課程

２．博士後期課程

１．法律学専攻

２．政治学専攻

勤　務　先

所　在　地

職　　　　種

現住所

履 歴

履

歴

学
歴
・
職
歴

高等学校
中等教育学校

卒業

別性ナガリフ

生年月日

卒業
卒業見込

大学院 研究科 専攻 博士前期（修士）課程
修了
修了見込

国籍

本人連絡先

・上半身脱帽

・最近３ヶ月以内に撮影

のもの

・縦４cm、横３cm枠なし

・全面糊付のこと

・写真の裏面に

氏名を記入

成蹊大学大学院　法学政治学研究科　志願票

２０２７年度

受験
番号

写 真 貼 付
む囲で○を号番るす当該

氏　　名
（漢字）

※１

※2　英字

※1　外国籍の場合、漢字名があれば記入してください。
※2　外国籍の場合のみ記入してください。パスポートの記載通りに、ローマ字氏名を、姓（Surname）、 名（Given Name）、ミドルネーム

（Middle Name）の順で記入してください。

メールアドレス



男

女

西暦 年 月 日

〒

TEL － －

年 月

年 月 大学 学部 学科

年 月

年 月

年 月

入学後の専攻分野
･研 　究　 科　 目

〔注意〕

・太枠内は全て記入してください。
・提出後の受験科目の変更は認めません。
・写真は入学が許可された場合、学生証等の写真になります。

博士前期課程専門科目
（受験する専門科目を記入）

＊

＊

＊

面接

判定

＊

受
験
科
目

１.英語

２．ドイツ語

３．フランス語

外国語（希望する番号に○）

＊

職

業

専
攻
・
課
程

１．博士前期課程

２．博士後期課程

１．法律学専攻

２．政治学専攻

勤　務　先

所　在　地

職　　　　種

現住所

履　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴

履

歴

学
歴
・
職
歴

高等学校
中等教育学校

卒業

別性ナガリフ

生年月日

卒業
卒業見込

大学院 研究科 専攻 博士前期（修士）課程
修了
修了見込

国籍

本人連絡先

・上半身脱帽

・最近3ヶ月以内に

　撮影のもの

・縦4cm、横3cm枠なし

・全面糊付のこと

・写真の裏面に

　氏名を記入

成蹊大学大学院　法学政治学研究科　志願票

２０２３年度

受験
番号

写 真 貼 付む囲で○を号番るす当該

氏　　名
（漢字）

※１

※2　英字

※1　外国籍の場合、漢字名があれば記入してください。
※2　外国籍の場合のみ記入してください。パスポートの記載通りに、ローマ字氏名を、姓（Surname）、 名（Given Name）、ミドルネーム

（Middle Name）の順で記入してください。

メールアドレス

２０２７年度　成蹊大学大学院　法学政治学研究科　研究課題等調査票

年 月 日提出

氏　　　名
フ リ ガ ナ

現　住　所 （〒 － ） 電話 （　　    ）

（電　話）

性
別 男・女

志　  望
専　  攻

内　　　容

法 律 学 専 攻　・　政 治 学 専 攻 （いずれかを○で囲むこと）

（研究題目）

具体的に記入す
ること、また、より詳
細な内容を別紙
で添付してもよい。

入学後の専門分野

・ 研 　究　 題　 目

※…出願書類に記載された個人情報に関しては、入学試験実施のために使用するものであって、それ以外の
　　目的には一切使用いたしません。

〔注意〕
・記入は、黒のボールペンを使用してください。



（宛名シート） 1 8 0 - 8 6 3 3

簡易書留

現 住 所

電 話

氏 名

〒

TEL

東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1

成蹊大学アドミッションセンター行

（大学院入学志願書在中）

博士 期課程 研究科 専攻志望課程・専攻

切手

貼付



——　　　　速速　　　　達達　　　　——

博士 期課程 研究科 専攻

　—　 　　—電話

—

受験番号大学院関係書類　　在中
□受　　験　　票
□合　　格　　証
□入学手続書類

大学使用欄

住住所所シシーートト
（（太太枠枠内内をを必必ずず記記入入ししててくくだだささいい））

　（ ）様

住所

氏名（フリガナ）

志望課程・専攻



 

 

依 頼 日 

振 込 先 

    年  月  日 振込指定 電 信 扱 

三菱UFJ銀行 吉祥寺支店 

フツウ 口座番号 1430648 預金種目 

セ   イ   ケ  イ 

学校法人 成蹊学園 納付金口 

受 

取 

人 
口

座

名 

依

頼

人

志

願

者 

依 頼 人 コ ー ド 氏            名 

※（カタカナ） 

住

所 

※（〒    －       ） 

※ 電 話       －            － 

※（漢  字） 

領 収 印 

金  額 

 手数料 

現           金 

当手          枚 

他手          枚 

内 

訳 

金  額 

振込先銀行 

受 取 人 

志願者名 

フリガナ 

受験番号 

 

三菱UFJ銀行 吉祥寺支店 

学校法人 成蹊学園 納付金口 

※ 

 

※ 

 

成蹊大学大学院入学検定料として 

上記の金額を振込みました。 

受付銀行領収印 

成蹊大学大学院 

①入学検定料振込通知書 

大学提出用 

②入学検定料振込金領収書

（ 振 込 人 保 存 用 ） 

      印紙 

受付銀行へのお願い 

1. 国内の三菱UFJ銀行の本支店から振込む場合は手数料は不要です。 

2. ①、②、③票に領収印を押印のうえ、①、②票を振込依頼人にお渡しください。 

3. 表示金額を訂正したものは受付けないでください。 

電 信 扱 ③振 込 依 頼 書 

☆
自
動
振
込
機
は
、
使
わ
な
い
で 

☆
く
だ
さ
い
。 

依
頼
人
コ
ー
ド
は
必
ず
依
頼
人
名 

頭
部
に
打
電
し
て
く
だ
さ
い 

￥ 3 5 0 0 0 

 

成蹊大学大学院 

成蹊大学大学院入学検定料として 

上記の金額を領収しました。 

受付銀行領収印 

金    額 

振込先銀行 

受 取 人 

志願者名 

フリガナ 

 

三菱UFJ銀行 吉祥寺支店 

学校法人 成蹊学園 納付金口 

※ 

※ 

￥ 3 5 0 0 0 

手 数 料     

依 頼 日    年  月  日 

   

 ￥ 3 5 0 0 0 

F 6 
（
 

（
 

※
 

 

成蹊大学大学院 

2027年度 
2027年度 

※
 

 

振 

込 

人 

切 

離 

し 

銀 

行 

切 

離 

し 

2027年度 

入学検定料の納入について 
 
１. この振込用紙の①～③の各票※欄にボールペンで記入のうえ、必ず 

銀行窓口にて電信扱で振込んでください。 

 なお、国内の三菱UFJ銀行の本支店から振込む場合は、手数料は不

 要です。 

２．受付銀行からは、領収印の押印された「①入学検定料振込通知書」と 

  「②入学検定料振込金領収書」を必ず受領してください。 

2011年度 

入学考査料の納入について 
 
３. 出願手続の際は、領収印を確認のうえ「①入学検定料振込通知書」を

提出してください。振込通知書が提出されていない場合は志願書の受

付はできません。また、日付印のないものも無効です。 

４. 出願を受理した後は、納付した検定料の返還はできません。 

1 0 1 6 2 




